
 

 

 

 

 

３－２－３  基本設計図および計画機材リスト 

 

 











61 

表３－９  計画機材リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機材名 主な仕様 設置する室 数量 

展示ケース 本体鋼坂、透明がラス、ケース内

合板クロス貼り、 

展示室、特別展示コーナー 17 台 

ビーマー（プロジェクター） 2000 ルーメン以上 研究室 1 台 

オーバーヘッドプロジェクター コンパクトタイプ 々 1 台 

スライドプロジェクター 50 枚トレイ以上 々 1 台 

スクリーンシステム 簡易組立式 々 1 台 

DVD プレイヤー トルコ国対応型 エントランスホール(映像コー

ナー)及び展示室 

2 台 

ビデオデッキ 々 々 2 台 

大型 フラット TV モニター 50 型プラズマまたは液晶 々 2 台 

収蔵庫用金庫 簡易耐火、ロッカー型 収蔵庫 1 台 

遺跡地形模型 縮尺 1：100 

樹脂成型着彩一部照明入り

及び可動式 

展示室 1 セット 
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３－２－４  施工計画／調達計画 

 

３－２－４－１  施工方針／調達方針 

（１） 事業実施の基本事項 

① 本計画の実施は、本報告書にもとづいて日本国関係機関の検討を経た後に、日本国政

府の閣議決定を必要とする。 

② 本計画事業は日本国政府閣議決定を経て、両国政府の間で事業実施に係わる交換公文

（E/N）が締結された後に実施に移される。 

③ 事業は独立行政法人国際協力機構が推薦する日本法人コンサルタントによる詳細設計

作成・入札業務、入札によって選ばれた日本法人建設施工業者による建築工事、機材

調達によって実施される。 

④ 同コンサルタント、建設業者は日本国政府無償資金協力制度に従い、トルコ実施機関

との間で各々、コンサルタント契約、建設工事契約を取り交わして事業を実施する。

同契約は日本国政府の認証を必要とする。 

⑤ トルコ国政府は両国間で署名された交換公文に伴う銀行手続きおよび免税（消費税、 

租税）措置を行う。 

（２） 事業実施体制 

① 本計画事業実施に係わる両国政府間交換公文（E/N）締結についてのトルコ国側担当機

関は同国外務省である。 

② 本計画事業を実施するトルコ国側の担当機関は、文化・観光省 文化遺産・博物館局

である。当局は、実施後の運営と維持管理の責任を負う。 

③ 施設の計画と実施時の施工監理は、日本のコンサルタントが行う。 

④ 建設工事・機材調達・設置は、日本の施工業者により施工される。 

（３） コンサルタント 

① トルコ側の本プロジェクト実施機関とコンサルタント契約を締結したコンサルタント

会社は、日本の無償資金協力に伴う必要な手続き、施設設計計画、入札業務及び施工
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監理の責務を負う。 

② コンサルタントの役割 

・ 施設（建物・博物館用機材）の実施設計 

・ 入札に必要な書類作成 

・ トルコ国の実施機関と共に入札の実施と施工契約の確認 

・ 建設工事および博物館用機材の搬入・設置に関わる監理業務 

・ 日本の無償資金協力に沿った支払業務に関わる報告書作成および施設竣工時のトル

コ側への引き渡し業務 

（４） 施工業者 

① トルコ国側の実施機関立ち会いのもと、入札により日本の施工業者の中から選択され

る。 

② 選択された施工業者は、トルコ国側実施機関と施工契約書を締結する。 

③ 施工業者の役割 

・ 施設の建設工事 

・ 機材の搬入と設置 

・ 建物・機材の性能確認試運転 

・ 機材の操作方法の技能移転 

 

 

３－２－４－２  施工上／調達上の留意事項 

（１） 一般建設事情及び地域特性 

１） 建設事情 

① トルコの建設業は、産業界の中でも最近成長の著しい分野であり、施工についても欧

米の投資による建物を施工することで高い品質レベルにある。しかし分離発注で施工

されることが多いため、現地建設会社は総合建設業としての実績に乏しくその経歴も

浅いものが多いが、下請企業として、本案件のように施工精度と工期遵守を厳しく要
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求される無償資金協力案件を施工するのには問題ない。 

② 公共の建築物は消防法規(Building Fire Protection Regulation)の適用を受ける。管

轄消防署は竣工後書類にて火災防止と火災発生時の通報手段の確認を行う。 

２） 施工上／調達上の留意事項 

① 建設サイトの地盤は、地表面から 1.0～1.7m は赤茶砂質粘土と花崗岩の砂利が混合し

た表土で、1.7m 以下は花崗岩質の固い地盤である。支持地盤は深さ 1.0～2.0m 以下の

岩盤の支持地盤レベルに設定する。また、施工時点においては設定基礎底の確認を行

う。 

② 調達機材のうち、現地調達製作物に関しては製作側の技術水準を把握し実施設計の内

容の確認を徹底し、指導監督する。現地調達の機材については製作期間中に品質確認

検査を行う。 

 

 

３－２－４－３  施工区分 

日本の無償資金協力で本計画を実施するためには、日本国とトルコ国が各々の役割を果たし、

緊密に協力する必要がある。両国の役割分担を以下に示す。 

（１） 日本側負担工事 

① 施設建設 

・ 博物館の建設 

② 機材供与 

・ 博物館用機材 

（２） トルコ国側負担工事 

① 建設用地の準備 

・ 用地内の建物基礎、地下埋設物などの既存物撤去と整地 

② 外構工事 

・ 駐車場の整備 

・ 別棟便所等の整備（必要とされる場合） 
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③ 展示室における遺物の展示 

・ 展示のソフトを含む 

④ 日本の援助枠以外の家具・備品・カーテンの購入・設置 

⑤ 免税措置費用：国内税 

⑥ 資金の支払いに関する銀行間取り決め、A/P 発行に係わる手数料 

⑦ 日本の無償資金協力範囲外の費用 

・ トルコ国側の監査・監督に要する費用等  

 

 

３－２－４－４  施工／調達監理計画 

（１） 実施設計および監理の基本方針、留意点 

本計画で施設・機材の設計を行うコンサルタントは博物館施設の設計計画及び無償資金

協力案件に豊富な経験を有し、本業務を遂行しうる日本法人コンサルタントが独立行政法

人国際協力機構の推薦を受け、トルコ国政府文化・観光省により承認を受ける。コンサル

タントは基本設計の趣旨を踏まえ、トルコ国政府と協議を重ね、計画施設及び博物館機材

の詳細設計を行い、必要となる入札図書を作成しトルコ国の担当機関と共に施工業者の選

定を行う。建設工事の監理段階においては常駐監理者を派遣し、施工業者の品質・工程管

理を監理すると共に、文化・観光省 文化遺産・博物館局及び関連省庁との連絡に当たる。

コンサルタントの具体的業務は以下のとおりである。 

 

① 詳細設計 

建設工事、機材工事用入札図書(仕様書、詳細図)の作成を行う。 

② 入札工事契約の促進 

工事契約方針の決定、工事契約書案の作成、工事内訳明細書の内部検査、工事施工者

の選定(入札公告、事前審査、入札評価及び契約立会い)を行う。 

③ 施工図等の検査及び承認 
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工事施工者から提出される施工図、施工計画書、材料、仕上げ見本、設備機器及び展

示機材の検査及び承認を行う。 

④ 工事の指導 

工事計画、工程計画を検討し、工事施工者に適切な指導・助言をおこなう。 

⑤ 工事状況報告 

契約者及び関係機関に対する工事進捗状況の報告、トルコ国側と工事施工者を召集し

月例会議を開催する。 

⑥ 支払いの承認手続きの協力 

工事中、工事完了後に支払われる工事代金に関する請求書等の内容検討及び手続きの

協力を行う。 

⑦ 検査立会い 

着工から完成までの建設中の出来高に対する検査及び品質の検査を行う。 

⑧ 1 年後瑕疵検査 

竣工後、1年経過した時期に施工業者が行った工事に対し、瑕疵の有無を検査し、修復

箇所の指摘と修復工事終了の確認を行う。 

 

上記業務を行うに当たっては、トルコ国関係機関、日本国関係機関との綿密な連絡協議

を行い、建設工程をスムーズに進めるよう努め、施工・計画技術に関しては日本・トルコ

両国の技術交流を行う姿勢でのぞむ。また、竣工引渡し後の維持管理に対し、適切な助言

と指導を行う。 

（２） 施工監理体制 

常駐監理方式とし、建築技術者 1人を建設工事中常駐させ、設備・電気技術者を工事の

進捗にあわせ、短期間派遣する。常駐監理者は、調達機材のうちトルコ国内で製作する一

部の機材について監理を行う。一方、日本国内においては、日本調達資機材の検討、検査、

各種連絡等の監理業務、現場常駐監理者への支援業務を行う。また、日本国政府関係機関

に対し、本計画の進捗状況の報告を行う。 
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３－２－４－５  品質管理計画 

① TSE(トルコ標準学会)に準拠した品質管理を行う。 

② コンサルタントは、工事監理方針を定め、監理の工程と項目を明確にする。 

③ 施工業者は、着工前に施工計画書を作成し、コンサルタントの承認を得、その内容を

遵守する。 

④ 使用する建設資材の種類を少なくし、品質管理の煩雑さを減じる。 

 

 

３－２－４－６  資機材調達計画 

本計画に使用する資・機材は、可能な限り現地調達とし、維持管理、交換部品の調達を容易

なものとする。ただし、以下の理由によるものは日本調達を行う。 

① 前項の品質管理に支障を生ずる事が明白なもの 

② 計画された資・機材に合致する機能と性能が、現地製品では保証されないもの 

③ 現地での製造者保証書の入手が不可能なもの 

④ 現地での入手価格が、明らかに高価であるもの 

搬入 

・ トルコ国イスタンブルにはクムポート及びハイダルパシャの二つの国際貿易港がある。

調達国からの輸送には基本的に船便を利用する。 

国内陸送 

・ 計画地は、クルシェヒル県カマンにあり港から計画地までの陸送距離は約 600 ㎞と遠

距離ではあるが、道路事情に問題はない。 

 

主要な建材・機材の調達先は以下のとおりである。 

 

① 躯体工事 

・ セメント ：トルコ製 
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・ 鉄筋  ：トルコ製 

・ 骨材  ：現地産を入手 

・ 型枠  ：トルコ製 

・ コンクリートブロック ：現地製 

② 仕上げ・建具工事 

・ タイル ：トルコ製 

・ 石      ：トルコ産 

・ 左官材 ：トルコ製 

・ 木製建具 ：輸入木材による現地製作及びトルコ製 

・ 金属製建具  ：トルコ製 

・ 建具金物 ：トルコ製 

・ 屋根防水材 ：トルコ製 

③ 機械設備工事 

・ 配管材 ：輸入品又はトルコ製 

・ 衛生陶器 ：トルコ製 

④ 電気設備工事 

・ 配線配管材 ：輸入品又はトルコ製 

・ 照明器具 ：輸入品又はトルコ製 

・ 盤その他   ：輸入品又はトルコ製 

⑤ 機材工事 

展示機材の主なものは展示ケースである。展示ケースについてはトルコ国における類

似施設の調査において製品完成度にやや難点が見られたが、現地製作調達とする。AV・プ

ロジェクター機材は、メンテナンス、市販品の汎用性、豊富な機種、品質等の面から判断

して現地調達とする。 

展示情報機材の模型については製作技術の精度に問題があり、監理の容易さの点で日

本調達とする。 
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３－２－４－７  実施工程 

日本政府の無償資金協力により本計画が実施される場合、両国交換公文(E/N)締結後にトルコ

国政府とコンサルタントとの間で設計監理契約がなされ、実施設計図書の作成、入札・工事契約、

及び建設工事の 3段階を経て施設建設が行われる。 

（１） 実施設計図書 

コンサルタントは、本基本設計内容をもとに実施設計及び入札図書を作成する。その内

容は詳細設計図、仕様書、構造計算書で構成される。実施設計の初期、中期、最終の各段

階にトルコ国側関係機関と綿密な打合せを行い、最終成果品の承認を得て入札業務に臨む。 

（２） 入札業務 

コンサルタントは実施設計完了後、実施機関である文化・観光省 文化遺産・博物館局

を代行して日本において工事入札参加資格検査(P/Q)を公告により行い、その結果を同局に

報告し、承認を得る。この場合、機材調達も本工事に含まれる。その後、審査結果に基づ

き人札参加建設会社による競争入札を関係者立会いのもとに日本にて行い、その結果の承

認を得る。その後、最低価格を提示した入札者は、その入札内容が適正であると評価され

た場合に落札者となり、同局と工事契約を締結する。工事契約は日本国政府の承認を得て

発効する。コンサルタント契約締結から実施設計業務、入札、工事契約までに要する期間

は概ね 5.5 ヶ月間である。 

（３） 建設工事(機材の調達を含む) 

工事契約締結後、日本国政府の承認を得て工事が着工される。建設に要する期間は、機

材の調達、搬送及び現場での据付、調整を含めて約 10 ヶ月を要すると想定される。 
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表 ３－１０  事業実施工程表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

施工
・調達

実施設計

建設

機材

期 限

作 業

コンサルタント契約、設計打合せ

設計業務

入札図書確認

Ｐ/Ｑ、入札、評価、工事契約

（計 ５.５ヶ月）

準備・仮設工事 設備工事

基礎工事 内装工事

躯体工事

外装工事

調達・製作

輸送

（計 １０.０ヶ月）

据付・調整
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３－３   相手国側分担事項 

 

本計画実施に係わるトルコ側負担事項及び実施状況は以下のとおりである。 

 

表３－11  トルコ国側負担事項 

 トルコ国側負担事項 実施状況 

1 計画のための用地を確保すること。 用地は確保済み 

2 
施設の建設予定地に残存している建築物をプロジェクトの実施に影響がない

よう速やかに撤去し、それにかかる費用を全額負担すること。 

土間コンクリート等障

害物の撤去(2005年12月

までに実施予定) 

3 
建物の建設や機材の供与の際に必要なインフラ(電気、水道、電話引込み等)

整備にかかる費用を全額負担すること。 

既に整備済み 

4 必要に応じ、建設工事のために必要なアクセス道路を建設すること。 
既に整備済み 

5 外塀、門扉、駐車場等の建設を必要に応じて行う。 
外塀は既に整備済み 

6 
日本の銀行に対し、銀行取極に基づき、支払授権書(A/P)のアドバイス料、支

払手数料等の手数料を支払うこと。 

 

7 
ブロジェクト用資機材の迅速な通関に必要な手続き及び免税手続きを行うこ

と。 

 

8 

認証された契約に基づいて提供される役務及び機材に対し、トルコ国において

日本人または日本法人に対して課せられる関税、国内税、その他の財政的な義

務を免除すること。 

 

9 

認証された契約に基づいて提供される役務及び機材に関連して必要とされる

日本人または日本法人の構成員に対し、その役務の提供に必要なトルコ国への

入国及ぴ滞在に必要な措置を保証すること。 

 

10 ブロジェクトの実施に必要な許可、免許などを発行すること。 
 

11 

本プロジェクト及び協議が適正かつ効果的に実施されるよう、必要な便宜供与

や予算措置を執ること。特に協議に参加したカウンターパートに対する人件費

等の支出をトルコ国側が責任を持って行うこと。 

 

12 

現有機材のメンテナンス、及び供与予定の機材のメンテナンスを行う人員を確

保し、本プロジェクトの調査段階から調査団と綿密な打ち合わせを行い、メン

テナンスに係る知識を得る努力をすること。 

 

13 
本計画の円滑な実施に必要な有能な教員及び他のスタッフの適正な増員、配置

を行うこと。 

 

14 日本の無償資金協力により提供されない全ての費用を負担すること。 
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３－４ プロジェクトの運営維持管理計画 

 

（１） 運営・維持管理体制 

本施設の運営・維持管理は、文化遺産・博物館局の管理下にあって、カマン・カレホユ

ック博物館の日常的な運営・維持管理は館長が統括する。 

本プロジェクトが完成した暁には、以下の新規職員が必要となる。 

館長（1名）、学芸員（考古学者）（2名）、研究員（2名）、会計担当（1名）、警備員（3

名）、秘書（1名）、運転手（1名）、用務員（1名） 計 12 名 

これらカマン・カレホユック博物館に派遣されるスタッフは、現在、文化・観光省で勤務

する者のうちから、あるいは同省によって新たに採用されることと成っている。 

（２） 施設維持管理 

１） 施設運営 

管理面では入館者への対応等が必要である。館内の清掃、雑務については館長の指示

を受けて用務員が担当する。 

２） 建物維持管理 

設備を含め定期的な点検が不可欠であり、設備に係るフィルター等の消耗品の補給、

場合によっては故障修理等が必要となる。これらの技術的な維持管理に係る問題について

は、アンカラの本局に報告、実施を依頼する。隣接する日本庭園の管理については、従来

どおり、アナトリア考古学研究所が管理することとなっている。 

３） 展示維持管理 

常設展示については長期的な視野にたって、常に展示物の内容の是非について確認を

怠らないことが必要である。また、特別展示室については展示のテーマとなり得るものの

情報を常に受け入れられるような体制作りと、それら展示計画の策定、作成、展示、掲示

が必要となる。 
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３－５ プロジェクトの概算事業費 

 

３－５－１  協力対象事業の概算事業費 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる概算事業費総額は約 2.88 億円となり、日本とト

ルコ国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記（3）積算条件によって、次のように見積

もられる。ただし、ここに示す概算事業費総額は暫定値であり、必ずしも交換公文上の供与限度

額を示すものではなく、本協力対象事業の実施が検討される時点において更に精査される。 

（１） 日本側負担経費 

博物館の建設および必要機材の調達 

（建築延床面積 ： 約 1,308 ㎡） 

費目 概算事業費（百万円） 

施設 博物館建設 200

機材 必要機材（遺跡地形模型等） 28
228 

実施設計・施工監理 60 

計 288 

（２） トルコ国側負担経費 

項目 概算工事費（YTL） 

敷地既存障害物撤去  80,000 

駐車場砂利舗装  15,000 

別棟別所（必要の場合）  20,000 

計 115,000 

（３） 積算条件 

1）積算時点 平成 17 年 3 月 

2）為替交換レート     

 1US＄＝107.02 円（2004 年 9 月 1日から 2005 年 2 月 28 日平均値） 

 1 新トルコリラ（YTL）＝75.36 円（同上） 

3）施工期間 これに要する詳細設計、工事の期間は事業実施工程に示したとおりである。 

4）その他 本計画は日本国政府の無償資金協力の制度に従い実施されるものとする。 
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３－５－２ 運営･維持管理費 

本事業実施後の施設の維持管理費は下表のとおりと考えられる。 

表３－１２ 施設維持管理費 

項  目 金額（YTL） 備  考 

電気料金 26,325 175,500kWh＠0.15YTL/kWh 

水道料金 3,150 15× 80l＋ 300× 10l× 300/日＠

2.5YTL/m3 

暖房・給湯（重油）料金 25,585 161,181ｋWh/年 

÷10,080kWh/m3, 

＠1,600YTL/m3 

設備機器メンテナンス費 6,075 ボイラー、変圧器、自家発電機他 

合 計 61,135(約 460 万円)  

 

算定条件 ： 年間 300 日開館、開館時間 9：00 から 17：00 とする。 

     ： 清掃は用務員の業務と考え、計上しない。 

 

トルコ国においては、国が管理するすべての博物館・文化遺跡の入場料金収入は国庫に

納入され、各博物館（国内 187 ヶ所）について年度毎に運営予算が割り当てられることと

なっている。     

本施設における維持管理費は年額およそ 61,135 TYL／年（約 460 万円）と見積もられる。

これは文化遺産・博物館局の年間運営維持管理予算の約 1.0％に当たるが、各博物館の維持

管理費は一律ではなく、また内容・規模が類似する他の施設に比較しても数値は大きく違

わないところから､総合的に判断して問題はない。 
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３－６ 本計画対象事業実施にあたっての留意事項 

本計画対象事業の円滑な実施に直接的に影響を与えると考えられる留意事項は下記のとおり

である。 

（１） 工事実施前に、トルコ国側は建設予定地の既存コンクリート基礎等撤去を完了しておく

こと。 

（２） 展示室､特別展示室の展示について、トルコ国側はアナトリア考古学研究所（カマン・

カレホユック発掘調査チーム）と博物館展示に係る準備委員会を結成し、協力して綿密

な協議のもとに所定の作業を所定の時期に完了すること。 

（３） トルコ国側は本博物館に配備されるスタッフを確保し、任命すること。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 章       プロジェクトの妥当性の検証 
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第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

 

４－１ プロジェクトの効果 

 

トルコ国では数多くの文化遺産に恵まれておりながら、これらについて充分に対応出来る予算、

人材も充分でなく、またカマン・カレホユック遺跡出土の遺物を公開する場所を未だに持たない

状況にある。これを改善するためのカレホユック博物館における展示室及び保存修復センター整

備を中心とする本プロジェクトは、上位計画に掲げられた文化遺産の保護、開発を充実する方針

に沿うものである。考古学博物館として遺跡及び考古学研究所に隣接してあるのは極めて稀な例

でもあり、この相乗効果を活かしてよりよい運営が成されることが期待される。 

 

本プロジェクトが実施されれば次のような効果が期待される。 

現状と問題点 
本計画での対策 

（協力対象事業） 
計画の効果・改善程度 

１．カマン・カレホユック遺

跡では発掘調査を始めて

20 年近くになるが、その

間に発見された多くの出

土品の大部分が展示され

ることも無く、倉庫に眠

ったままになっている。 

・展示室を設ける。 ・ 従来その一部が展示されて

いたクルシェヒル博物館に

あるカマン・カレホユック

遺跡の出土品も移設され、

当遺跡の出土品が体系的に

展示される。 

 

２．トルコ国では 多くの文化

遺産について、考古学研

究者あるいは修復士を実

地に訓練・研修する場が

少ない。 

・博物館内にラボ（保存・修

復室）を設ける。 

 

・ ラボを On the Job Training 

の場として、トルコ及び各

国からの受講者(毎年 30 名

を対象)に対して定期的に

研修が行われる。 

・ アナトリア考古学研究所と

ネットワークで結ぶことに

よって発掘サイトにおける

研究を充実したものとする

ことが出来る。 
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３．周辺の住民は発掘作業を

手伝うことはあっても、

遺跡、出土品にかかる何

らの知識、情報も持って

いない。 

・展示室､特別展示コーナー或

いはセミナー・コーナーを

設ける。 

 

・ 展示室にはカレホユック遺

跡の過去と現在の発掘状

況、文化編年が展示される。

・ セミナー・コーナーでは遺

跡､出土品にかかわる情報

が常時提供される。 

・ 特別展示コーナーでは国内

の文化遺産についてニュー

ス性のあるテーマ､或いは

カレホユック遺跡に関する

新しい情報が提供される。

 

また、間接的な効果として、 

（１） とりわけ、自分たちの身の回りの何処にでも古墳が存在するトルコ国にとって、少

年の頃から考古学に関心、興味を持たせることは極めて重要である。それは即ち、

将来、文化遺産を保護するという国民一人一人の自覚につながるものである。アナ

トリア考古学研究所では従来から近隣の児童に対して、考古学についての初等教育

をしてきたが、この度博物館における実物の展示に身近に触れることによって更に

効果的な教育が出来ること 

（２） 現在のアナトリア考古学研究所の敷地、即ち本博物館敷地に隣接して、日本庭園（三

笠宮記念公園）がある。カレホユック遺跡発掘調査を記念して 1993 年にこの公園

が開設されて以来、緑豊かなこの公園は、近隣住民にとっての憩いの場として年間

に 3万もの人々を集めて来ている。近隣の住民の多くが地域の観光開発を願ってい

ることから、本博物館が竣工しカレホユック遺跡と相俟って、より多くの訪問客を

カマンへ誘致し、カマンが活性化する効果をあげること 

が期待される。 

事業事前評価表で示したプロジェクトの成果指標は下記のとおりである。 

（１） 事業目的を示す成果指標 

① カマン・カレホユック遺跡に関する正確な情報を得る人数が、プロジェクト実施以
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降 30,000 人（隣接する日本庭園への年間来場者数）を超える。 

② 修復・保存にかかる研修内容が充実する(現在、研修についてはアナトリア研究所

が実施しており、博物館としての実績はない)。 

（２） 事後評価に用いる成果指標 

    本プロジェクトの事後評価は以下の数値を指標とする。 

① カマン・カレホユック博物館への来館者数 

② 研修の回数、実施日数、対象者数 

成果指標のベースライン調査はすべて博物館、研究所において随時検証することが可能である。 

評価のタイミングは 2009 年以降となる。 

 

 

４－２ 提言と課題 

 

本プロジェクトの効果が発現、持続するためにトルコ側で取り組むべき課題は次のとおりと考 

えられる。 

（１） 展示の維持管理 

カマン・カレホユック博物館の展示室には常設展示室の他に特別展示のコーナーを設

けており、ここに展示されるテーマについて常に時宜にかなったものでなければならな

い。カマン・カレホユック遺跡は言うに及ばず、国内、県内の文化遺産にかかる最新情

報のネットワークを整備し、これをタイムリーにとらえて特別展示のテーマとして展示

替えを行い､常に新しい情報を来館者に提供することが望まれる。 

（２） 文化遺産保護への取り組みについての公表､展示 

現在、文化・観光省が国内で取り組んでいるすべての文化遺産の発掘あるいは保存調査

の現状について、例えばアナトリア文明博物館のような場で、そこを訪ねる一般市民、或

いは外国人に対して公表、展示されることが望ましい。政府が文化遺産保護に対して努力

している体制を知ることによって、市民の文化遺産への関心も更に深まるものと考えられ
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る。 

（３） 予防的保守管理活動 

本計画で整備される施設・機材の保守管理については、人員・予算が確保され、保守予

防体制を責任者のもとに組織的に整備することが必要である。 

 

 

４－３  プロジェクトの妥当性 

（１） 上位計画との整合性 

第 8 次 5カ年計画の中で「トルコ文化の価値及び遺産の保護、開発、充実そして次の世

代への伝承が第一である」として文化遺産の保護を政策の一つとして取り上げており、

本プロジェクトは国家計画に沿ったものであるといえる。 

（２） 緊急性 

   カマン・カレホユック遺跡での発掘調査は、1985 年から現在に至るまで多くの出土品が

発見されて貴重な出土品の数は 1,500 にも上る。しかし、トルコ国文化・観光省の方針

では、「発掘物は発掘サイトに出来るだけ近い博物館で展示されること」とされているに

もかかわらず、それらはクルシェヒル博物館の一角の狭い場所に保管、一部が展示され

ているに過ぎない。また、これら以外の貴重な発掘物も、政府の管理・責任下で、何年

もの間カマンの倉庫で袋詰めにされたまま眠っている。貴重な出土品が長期間にわたっ

て人目に触れないままにあることは、大きな損失である． 

（３） 裨益対象 

    現在隣接するアナトリア考古学研究所に付属する「日本庭園」には近隣からリクレーシ

ョンのため、あるいは近隣の小学生たちが遺跡見学のために約 30,000 人が集まっている

が、博物館完成に際してはこれらの相乗効果によって、さらに内外から多くの来場者が

来ることになる。直接的にはこれら遺跡・博物館を訪れるトルコを含む各国の観光客及

びカマン市民に、間接的にはトルコ国国民へ裨益するものである。 

（４） 維持管理能力 
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    トルコ文化遺産・博物館局は国内 187 の博物館を運営維持管理している。カマン・カレ

ホユック博物館の要員については局内の職員の移動、運営予算については局から毎年度

予算割当があり運営することとなる。運営維持管理については、問題はない。 

（５） 環境への配慮 

     一年を通じて緑に覆われている「日本庭園」に接して､ホユック（丘）を模したマウンド

型の施設は、周囲の環境に溶け込むものである。汚水は浄化された後地中に浸透され、

環境に悪影響を及ぼすことはない。 

 

 

４－４  結論 

 

本プロジェクトは前述のように多大な効果が期待されると同時に、広くトルコ国文化遺産を守

る拠点として、その展示、保存、修復の発展に寄与するものであることから、我が国の文化無償

資金協力で実施することは妥当であると判断される。さらに、本プロジェクトの展示計画、展示

ソフトの開発について組織的な体制が整備されれば、本プロジェクトはより効果的なものになる

と考えられる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資         料                  
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１  調査団員氏名 

 

（１） 基本設計調査（2005 年 2 月 20 日～3月 18 日） 

 

総            括        芦 野  誠           独立行政法人国際協力機構 

トルコ事務所次長 

 

計  画  管  理          近 藤 信 孝          独立行政法人国際協力機構 

無償資金協力部業務第二グループ 

 

業務主任／建設計画      中 澤 伸 二          （株）石本建築事務所 

／維持管理計画         

 

建築設計／積算         能 勢 修 治                同      上 

 

機材計画／展示企画      永 金 宏 文                同      上 

／積算             

 

 

（２） 概要説明調査（2005 年 6 月 5 日～6月 15 日） 

 

総            括        梅 永  哲          独立行政法人国際協力機構 

トルコ事務所次長 

 

業務主任／建設計画      中 澤 伸 二          （株）石本建築事務所 

／維持管理計画         

 

機材計画／展示企画      永 金 宏 文                同      上 

／積算             

 

 



計 画 管 理
業 務 主 任 ／ 建 設 計 画／
維 持 管 理 計 画

建 築 設 計 ／ 積 算
機 材 計 画 ／ 展 示 企 画 ／
積 算

近藤　信孝 中澤　伸二 能勢　修治 永金　宏文

1 2/20 (日）

2 2/21 (月）

3 2/22 (火）

4 2/23 (水）

5 2/24 (木）

6 2/25 (金）

7 2/26 (土）

8 2/27 (日） 成田→アンカラ

9 2/28 (月）
JICA事務所､大使館報告
アンカラ→イスタンブール

ＪＩＣＡ事務所、大使館報告
アナトリア文明博物館調査

ＪＩＣＡ事務所、大使館報告
建設資材調達・輸送調査

ＪＩＣＡ事務所、大使館報告
アナトリア文明博物館調査

10 3/1 (火） 成田着（12:25） 現地再委託協議 建設資材調達・輸送調査 機材調達・輸送調査

11 3/2 (水）

12 3/3 (木）

13 3/4 (金）
類似施設調査（アタチュルク廟）、
現地再委託契約、大村主任研究員協議

建設資材価格調査
大村主任研究員協議

類似施設調査（アタチュルク廟）
大村主任研究員協議

14 3/5 (土）

15 3/6 (日）

16 3/7 (月）

17 3/8 (火）

18 3/9 (水）

19 3/10 (木）

20 3/11 (金）
資料整理

ＭＣＴ協議（質問表の回収）
建設資材調達・輸送調査 機材単価、調達・輸送調査

21 3/12 (土）

22 3/13 (日）

23 3/14 (月） MCTとの協議（質問表の回収） 都市インフラ、関連法規調査 機材単価、調達・輸送調査

24 3/15 (火）

25 3/16 (水）

26 3/17 (木）

27 3/18 (金）

2   現地調査日程

日順

成田→イスタンブール（14：25-19：55 [JL5091]）
イスタンブール→アンカラ（22：00-23：00 [TK160]）

（午前）JICA事務所と協議、大使館表敬訪問
（午後）関係機関表敬、文化観光省協議（キックオフ・ミーテイング）

カマン・サイトの現況視察

文化観光省（MCT）との協議
（上位計画における本プロジェクトの位置付け確認，要請内容の確認）

現地再委託関連業務、積算調査、維持管理計画策定

 ミニッツ協議・署名

（１）　基本設計調査日程

資料整理
MCTとの協議（協力計画案の協議、確認、維持管理、運営計画）

カマン・サイト、アナトリア研究所視察、大村主任研究員協議

調査結果整理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設資材、機材価格・流通調査

類似施設調査（ゴルディオン）、　団内協議

　調査結果取りまとめ　　　　　　　　

大使館報告、　　　ＭＣＴとの協議（今後の予定，最終取りまとめ）

成田着（12:25）

資料整理
アンカラ→イスタンブール（15：00-16：00 [TK131]）

類似施設調査（クルシエヒール博物館～カイセリ博物館）

ＪＩＣＡ報告　　　　　　　　　　　ＭＣＴとの協議（協力計画案の協議、確認）

調査結果取りまとめ､　　団内協議

施設・機材計画､展示企画策定
運営維持・管理計画立案

運営維持・管理計画策定　　　施設・機材計画策定　　　建設資材､機材価格調査

類似施設調査（自然史博物館）　　　　　　　　建設資材､機材価格調査

類似施設調査（アナトリア文明博物館等）

類似施設調査（ボアズカレ周辺）､団内協議

月日（曜）
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業務主任／建設計画／維持管理計画 機材計画／展示企画／積算

中澤　伸二 永金　宏文

1 6/5 （日）

2 6/6 （月）

3 6/7 （火）

4 6/8 （水）

5 6/9 （木）

6 6/10 （金）

7 6/11 （土）

8 6/12 （日）

9 6/13 （月）

10 6/14 （火）

11 6/15 （水） 成田（11:25）

アナトリア文明博物館調査

（午前）　大使館表敬訪問　　 　　　　　　　　　　　　　　（午後）　文化・観光省協議

　　　　　　　　（午前）　資料整理　　　　　(午後）　文化・観光省協議（協議議事録サインについて）
アンカラ → イスタンブル             イスタンブル → 成田
（13：00 - 14：00 [TK127] ）   ( 18:00 －11:25 [JL5092] )

（２）　概要説明調査日程

月日（曜）

（午前）　補足調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(午後)　 文化・観光省協議 

（午前）　ＪＩＣＡ事務所協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後）　補足調査

（午前）　文化・観光省協議　　　　　　　　　　　　　　　　(午後)　 文化・観光省協議 

カマン・サイト訪問　　　大村主任研究員協議

成田 → ウイーン （10：40 - 15：55 [OS052]）
ウイーン → アンカラ （17：00 - 20：30 [TK1890]）

(午前)　 JICA事務所協議　　　　　　　　　　　　　　　　　(午後) 　文化・観光省協議
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３  関係者リスト 

 

トルコ国 

 １）総理府国家計画庁   

   Mr. Haluk Sorel     企画調整局 社会調査部（JICA担当） 

      Ms. Semra Şen        〃      〃    （文化担当） 

２）文化・観光省    

    Mr. Zeynel Koç           次官補 

    Mr. Nadir Alpaslan       次官補 

Mr. Nadir Avcı  文化遺産・博物館局局長 

Mr. Yalçın Kurt  次長（保護計画・調整、修復・建設担当） 

Mr. İlhan Kaymaz 次長（博物館・渉外、発掘調査担当） 

Ms. Sermin Özduran   大臣顧問 

Ms. Zahide Olşen         修復・建設部長 

Mr. Hüseyin Öztürk 博物館・渉外部長 

Ms. Yıldız Berkkan    博物館・渉外部 文化活動・外交課長 

Ms. Demet Gürol  修復・建設部 調査設計・建設課 建築技師 

Ms. Berna Görgün       〃       〃      〃 

Mr. Hasan Fırat Diker     〃       〃    建築技師補 

  ３）アナトリア文明博物館 

    Mr. Hikmet Denizli 館長 

        Mr. Mustafa Metin 考古学担当 

４）カマン市／カマン郡 

Mr. Suleyman Erdoğan   郡知事 

Mr. Turgut Aslan  市長 

５）チャウルカン村 

    Mr. Halis Baş  村長 
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日本国 

  １）在トルコ日本国大使館 

    阿部 知之        特名全権大使 

    矢島 早苗        三等書記官 

    外山 光弘        二等書記官 

  ２）独立行政法人国際協力機構トルコ事務所 

    中村 光夫        所長 

    芦野 誠         次長 

    梅永 哲         次長 

    阪本 真由美       所員 

    Mr. Emin Özdamar        技術協力部部長            

        Ms. Eser Canalioğlu       担当                             

３）（財）中近東文化センター   

大村 幸弘                主任研究員 

４）日本アナトリア考古学研究所  

Ms. Deniz Erbişim 秘書  
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5.事業事前計画表 (基本設計時) 

 

1. 対象事業名 

トルコ共和国 カマン・カレホユック考古学博物館建設計画 

2. 要請の背景 (協力の必要性・位置付け) 

トルコ共和国は、人口7,130万人(2003年)、一人当たりGNP4,326US$であり、文化遺産無償の対

象上限である 5,225US$を下回っている。トルコ国は中東及び地中海諸国の中で重要な位置を占

め、日本との関係は良好である。 

中近東文化センター・アナトリア考古学研究所の発掘調査によるカマン・カレホユック遺跡(中央ア

ナトリア地方クルシュヒル県カマン市)の発掘調査においては、1985 年から現在に至るまで多くの出

土品が発見され貴重な出土品の数は1500にも上る。しかし、トルコ国文化・観光省の方針では、「発

掘物は発掘サイトに出来るだけ近い博物館で展示されること」とされているにもかかわらず、それらは

クルシェヒル博物館（カマン市から南西へ約 50km）の一角の狭い場所に保管、一部が展示されてい

るに過ぎず、かつ同博物館への来館者は極めて少ない（2004 年は年間で 701 人)。また、これら以

外の貴重な発掘物も、政府の管理・責任下にあってカマンの倉庫で保管されたままの状態にある。 

また、同研究所での従来の文化財保存・修復、研究者に対する研修、あるいは周辺住民、生徒・

児童に対する実地での考古学教育の活動を通じて、トルコ国研究者や遺跡周辺住民に遺跡保存を

重視する意識が芽生えてきている。今回協力対象とするカマン・カレホユック博物館の保存・修復セ

ンターで働くことになる研究者や修復士を中心に訓練・研修し育成することも、国の考古学的管理

運営及び人的資源を強化向上する上で、重要な課題の一つである。 

以上のような問題・課題の解決のため、カマン・カレホユック遺跡からの出土品や遺跡に関する情

報を適切に展示し、研究者や修復士等を対象とした研修を行うための施設が必要とされている。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標(裨益対象の範囲及び規模) 

カマン・カレホユック遺跡・博物館を訪れる人に対し、遺跡、出土品に関する知識が適切に提

供される。また同遺跡の出土品について適切な管理、修復保存が推進される。 

裨益対象の範囲は、遺跡・博物館を訪れるトルコ国を含む各国からの観光客 (現在博物館

は無いが隣接する日本庭園への来訪者は約 30,000 人／年) 、カマン市住民約 75,000 人及び

全トルコ国民。    

(2) プロジェクト全体計画の成果 

カマン・カレホユック遺跡出土品が展示公開される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

 1) 施設を整備し必要な機材を投入する。 

 2) カマン・カレホユック遺跡について発掘状況、出土品の説明・展示を行う。 

 3) 運営・維持管理体制を整え必要な人員を配置する。 

 4) 上記施設・機材を使用して、運営・維持管理する。 
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(4) 投入（インプット） 

 1) 日本側（＝本案件）： 文化遺産無償資金協力 2.88 億円 

   博物館の施設建設及び活動に必要な機材の調達 

2) トルコ側 

① 必要な人員：博物館職員 

② 建設、機材：展示ソフトの製作、展示・陳列 

③ 運営・維持管理に係る経費： 

(5) 実施体制 

実施機関：文化・観光省（文化遺産・博物館局） 

主管官庁：文化・観光省 

4. 協力対象事業の内容 

(1) サイト 

トルコ国クルシュヒル県カマン市チャウルカン村 

（日本アナナトリア考古学研究所に隣接） 

(2) 概要 

1) 展示室及び保存・修復室、収蔵庫、事務室、玄関ホール、便所等からなる延床面積約

1,300 ㎡の博物館施設の建設 

2) 展示ケース、遺跡地形模型、スクリーンシステムなどの機材調達 

(3) 相手国側負担事項 

1) 予定敷地の整備 

2) 博物館の活動に必要な人員及び予算の確保 

3) 博物館の展示に必要なソフトの整備と展示・陳列 

(4) 総事業費 

概算事業費 2.97 億円 （日本側 2.88 億円、トルコ側 0.09 億円） 

(5) スケジュール 

詳細設計・入札期間を含め 15.5 ヶ月 

(6) 環境面の配慮 

マウンド状に土に覆われた博物館は、隣接する日本庭園に溶け込むように周辺の環境に調

和しており、汚水も敷地内部で浄化、浸透させており周辺への影響は無い。 

5. 外部要因リスク 

大きな経済混乱が起こらない。 

6. 過去の類似案件からの教訓 

特になし。 
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7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す指標 

カマン・カレホユック遺跡に関する正確な情報を得る人数が、プロジェクト実施（2006 年度）以

降、700 人から増加する。 

(2) その他の成果指標 

特になし。 

(3) 評価のタイミング 

2009 年以降 (施設完工、開館 1年経過後) 

 


	第3章
	3-2 協力対象事業の基本設計
	3-2-3 基本設計図および計画機材リスト
	3-2-4 施工計画／調達計画
	3-2-4-1 施工方針／調達方針
	3-2-4-2 施工上／調達上の留意事項
	3-2-4-3 施工区分
	3-2-4-4 施工／調達監理計画
	3-2-4-5 品質管理計画
	3-2-4-6 資機材調達計画
	3-2-4-7 実施工程


	3-3 相手国側分担事項
	3-4 プロジェクトの運営維持管理計画
	3-5 プロジェクトの概算事業費
	3-5-1 協力対象事業の概算事業費
	3-5-2 運営・維持監理費

	3-6 本計画対象事業実施にあたっての留意事項

	第4章
	4-1 プロジェクトの効果
	4-2 提言と課題
	4-3 プロジェクトの妥当性
	4-4 結論

	資料
	1 調査団員氏名
	2 現地調査日程
	3 関係者リスト
	4 協議議事録
	（1）基本設計調査
	（2）概要説明調査

	5 事業事前計画表（基本設計時）
	6 参考資料／入手リスト




